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第３章  施策の方針と取組内容 

  重点目標１ あらゆる分野における女性の参画拡大  
  方針  
すべての女性が自らの意思によって生き方を選択し、人生の各段階や、職場、家庭、地

域等において、その個性と能力を十分に発揮できるよう、社会全体の意識醸成を図るとと

もに、あらゆる場面における女性の参画拡大を進めます。  

 

＜現状＞ 

本格的な人口減少社会を迎える中、活力ある社会を維持していくためには、多様な視点

や価値観、創意工夫をもたらす女性の活躍がこれまで以上に必要です。平成 30（2018）年

の「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」の施行や、令和元（2019）年の

「女性活躍推進法」の改正など、あらゆる場面において女性の参画拡大を進める機運が高

まっています。 

しかし、さまざまな分野で女性の社会進出が進んでいるにもかかわらず、企業や行政な

どの社会的組織において、政策・方針決定の場に参画する女性の数はいまだ少なく、依然

として低い水準にとどまっています。これには、社会制度や慣行、固定的な性別役割分担

意識、偏見等に起因した社会的状況の格差などの要因がかかわっていると考えられます。 

国際社会において、令和 12（2030）年までにジェンダー平等の達成を目指していること

を踏まえ、国においても、2020年代の可能な限り早期に、指導的地位に占める女性の割合

が 30％程度となるよう目指すとしています。（図 19） 

女性の就労状況については、令和元（2019）年の市民意識調査の結果では、30歳代、40

歳代、50 歳代で「仕事をしている」と回答した人が 70％を超えました。女性全体では、

「仕事をしている」人が 52.7％となり、前回調査（平成 26（2014）年実施）よりも 8.8ポ

イント増加して過半数を超えました。（図 20） 

令和元（2019）年には、セクシュアル

ハラスメントやパワーハラスメント等

の防止対策を強化するため、「男女雇用

機会均等法」や「育児・介護休業法」、

「労働施策総合推進法」が改正されま

した。ハラスメントのない社会の実現

を目指し、女性をはじめとする多様な

労働者が活躍できる就業環境を整備し

ていくことになりました。（図 21） 
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図 20 女性の就業率 

令和元（2019）年実施 男女共同参画に関する市民意識調査 

14.0% 20.1% 8.7% 47.3% 9.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=1,162)

自分自身が被害にあったことがある

家族・知人や職場の仲間などに被害にあった人がいる

自分自身も被害にあったことがあり、家族・知人や職場の仲間などで被害にあった人もいる

自分や自分の周りに被害にあった人はいない

無回答

12.1% 19.7% 8.8% 48.0% 11.3%男性(N=487)

15.3% 20.5% 8.6% 46.9% 8.6%女性(N=672)

図 21 職場でのハラスメントの状況 

令和元（2019）年実施 男女共同参画に関する市民意識調査 

図 19 管理的職業従事者に占める女性の割合（国際比較） 

令和元（2019）年 女性活躍の推進に関する政策評価書（総務省） 
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推進項目① 政策・方針決定過程への女性の参画拡大              
多様性に富んだ活力ある経済社会を構築し、将来にわたって持続させるため、人材の活

用、多様な視点の導入、新たな発想の取り入れ等の観点から、あらゆる分野において女性

の参画拡大を進めます。 

 

取組内容 所管 

１ 審議会、管理職等におけ

る女性の登用の推進 

市政に関する重要な政策方針等

を策定する審議会等への女性委

員の登用を進めます。 

女性の管理職への登用等のポジ

ティブ・アクション（*11）やダイバ

ーシティマネジメント（*12）の重要

性を周知します。 

男女共同参画セン

ター 

２ 政治分野における女性の

参画拡大 

政治分野に参画する女性人材を

育成します。 

男女共同参画セン

ター 

３ 女性のネットワークづく

りへの支援 

女性団体や働く女性の自主グル

ープ等の組織、活動、交流を支援

します。 

男女共同参画セン

ター 

 

関連計画等 

 女性活躍推進法 

政治分野における男女共同参画の推進に関する法律 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（*11）ポジティブ・アクション（＝積極的改善措置）：さまざまな分野において、活動に参画する機会の男

女間の格差を改善するため、仕事に対する意欲の高い女性を積極的に登用し、能力を発揮してもらおうとい

う企業等の自主的な取組や制度のことをいう。 

（*12）ダイバーシティマネジメント：性別、年齢、国籍、障害の有無といった個人の属性にかかわりなく、

多様な人材の能力や発想、価値観を融合することで、企業等における組織の活性化を図り、経営基盤の安定

化やマンパワーの強化を図る経営手法のこと。 
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推進項目② 就労の場における女性の活躍                   
女性が自己の意思に基づき、幅広い就労の場で活躍できるように支援します。企業が女

性の活躍に向けた取組を円滑かつ効果的に実施できるよう、必要な環境の整備等を支援し

ます。 

 

取組内容 所管 

１ 女性が活躍できる環境の

整備 

女性活躍推進の趣旨や意義につい

て周知します。 
企業の経営者や管理職の意識改革

を進めます。 
関係機関と連携して、女性が能力

を発揮できる職場環境の整備を進

めます。 
中小企業や起業家における女性の

活躍状況の「見える化」を進めま

す。 

男女共同参画セン

ター 

産業振興課 

２ 女性のエンパワーメント

の推進 

リーダーとしての能力の獲得や、

キャリア形成、スキルアップ等、

女性が自ら力をつける機会を提供

します。 男女共同参画セン

ター 

３ 各種ハラスメントの防止

対策の推進 

セクシュアルハラスメントやパワ

ーハラスメント等、各種ハラスメ

ントの防止対策について、周知と

意識啓発を進めます。 

男女共同参画セン

ター 

産業振興課 

 

関連計画等 

女性活躍推進法 

労働施策総合推進法 

 


